
高膨張性泡沫の安定性について (第報〕

1 はしがき

特有担也礎物l 地ド室地下街および.tHU~のー舵火災

に対処するため尚膨張性泡除剤火決ra'以作 したーと

はす で6二縦約されてt、る".

二の削火鎚<1，二使附寸る自制じよる抱旅乃浪;'A性お

よびそれ ， . m帖網C~'I C を加えた場fzの抱抹 t( '4::住金

健々 の濃度につt、=定験 Lたωで，そ.nt'，拠金船介L

簿一回線と L/:い.

2 泡剤および噌給剤

包蒲 (7ニオン界面活性剤〉

1'.IAt分 アルキルヘ γ ピ γ Ä ルオ~!tソー〆

Jt 喰1.135 (20・c)

l・11 7，5 

2 増粘剤

ー'ν晶【ムカーポキ γ メチルセル ρω ズ

(C_II，O.CI-I.C(拍 Na)

附して C~I C といわれ。，.，色の紛 4、で水にW:げる

糊利である.除解速度合Jにきくするfめにむ守の釘

機僧および電飢餓ソ ダを加えている.

3 泡涼の安定性

~'~.HU件泡旅の，fU.. 消火 l'f. IIIは泊旅に合まれる水分

の脚Sである.ず伝わも泡珠に合ま"る水分の滞発に

よる冷却I その水源気による笠匁のfU'池抹による

空気施通のJIlIi事であ り.抱珠は火災現物にと ど〈ま

で，できるだけ多鼠の水分を含んでいる二とが要求さ

れる.す伝わら木作抱持らのよい抱擦がのぞま Lい

わけで。例火目的かり砲沫の安定性は泡旅合水貨の時

間的変化と抱旅の級機速度とから補定する.それぞれ

e ít下半減時間〈合水先立が守~~~Iこ減る時間】 と泡派半

減時間〈地"表幹枇が般初の平分に減る時間)とで3七依

する.

1 流下主評議時間

..ニ...

..，肉腕刷.網実厳暢 1. ~ (1袋ヨ"

( 30) 

渡辺勝志・

週 藤 伊例吉・

他派の合.t.:.+:u迎骨J椛;おこ対 1る抱旅W耐のJtで

削フ.れI 地税事磁場:の逆E生である.それで合広抗

の時間的変化ほ膨規事の時m!ffJ:4'化で測定できる.

9平副活慣例のよう 伝安定した泡沫にJ1~、てはI 膨弘j

船出ト 5倒 的問て也張本と時間とはm敏耐凶附

係ιあるといわれる.

E， = F~)(pリ

l仏~， ;鳳附v問後のE膨E彊裂Jヰ宇: 

包比，; t般2初の膨司裂眠ヰ率ド

T; tに無関係の定政

ニれに対敏グラ 7で直線で?とわされる.

ある膨張彬の併の膨伎や'になる町二要するU品目:1，

すなわら合水場が半分になる附聞を流ド司械川川と

いい，合水制ド減少の比般に111¥、る.沈下手械時間は

@ 

グラフより求めた.

2 泡沫単語略間

地球容舗の減少雄11:で いわゆる泡沫の't;jef賓と

いわれている 6のである.生成 Lた泡l.li.il舗の尚少

と時間との関係から.位初の抱抹む偵の半分に iで

減少する時rollt求め.これを泡抹半減時間とLべ、

減少E艇の比鮫に"，'、る.

4 実験装置

上道の安定住金綱定 ，るyーめの実験彼自障を作成 し

鱗1図 実験裟舷
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fたこ.それは8先を抱部分と測定柿分と βか、りイ公与り帆! 首抗，川、喝吻q伽"

示すようμ.上.底E郁に径0.8醐の孔を令乞"敏({jあMけ?付fた-佳aω0圃

肉さ1印帽の門筒Aを門筒B 【内径1け"詞n 尚さ 19鉛0_)

の綜液

か勺コ，プレヲサ一で一定n力の2空主気をi辺8ると A内筒

内の水I而向必が、抑し下げられI 反対に BF'l箭内の水帥1が押

し上げられる.それがAI'J筒I:lt協を留い。総，lから

"'る空気で抱稔~~.成する.

今一:./1(したa皆様は発抱続賞 1に織せた筏 152園 高さ

4∞・・の円筒C'二泌 L.それc測定引の)j'に，，.，.. 門

筒からの抱隊機沈下民会メス シリングーで測り.出抹

の時間的減少は門衡に記したH盛で欄定Lf~.

抱抹の膨'Il*は B'~舗に入れる取結糠lH:狗よぴA円

筒内に;!lる盆気圧力で調節できる.Lかし今川の.. 笹

訟は630-醐の間であヮた.なは飽の有よ純物の時5・を

除 〈 ため椛峨には濃縮*を JII ~ 、た.

5 実験結果

J:~の実験終慌で測定したこ! 三の結果金闘に示寸

と都2閣ぐ地容紋と附聞の聞係)， ro 3関〈膨視船と的

聞の関係〉 のと"りである.tR2凶および招3闘から

求めf泡抹半減尚r.. t 沈下手械時聞を-I~ して'"ー裂

に示す.

112図 地球科献と時附の関係
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第3図 泡保膨~I'恥 と時間Jラ関係
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損度帰 w. 時 間 同時間

0.2 2分割砂 18 '.¥I/I.l2S'C.;;温22・c

'.3 3分∞砂 • 25'C • zg'C 

0.3 o 1 3分"砂 22 • 22'C • 22'C 

O. _1 3分10砂 " 
• 22・C • 21'C 

0.4 0.03 3分印砂 19 • 23'C ・ 23'C

0.4 Q.05 3分30砂 19 -22・c-引'C

O. -¥ 0.1 7分30働 n 

0..1 Q.2 8 ~}冊穆 2.1 . 2()'C .剖'C

O. ~ 方分20紗 19 .21.5'C ・ 21'C

0.5 0.1 5分自}砂 25 • 18.5・C'18.5'C 

0.5 Q.2 "分∞ω28 

1 泡歳半減略問

泡持1/1度iC:1f<..刷タ引を0.2，0.3.0..1，0.59振と刷

ずに Lたが q て砲抹オモ減時聞は10紗づっ長〈位 。て

いる.す伝わむこの範聞ではIIはわずかであるが

設I!i::と泡様干減附聞とに比例関係が見九れた..IfIfli 

剤Ct-..1Cを飢えと場(，1;1:， ~控訴機l度 04タ訟を例に止

ると 0.05以トのCMC福島1ft:で怯泡除手減時閉じ k

J'彫・U.f"，いようである. しか しCMCを0.1%

0.2%加えると 2倍以 I-.kきく伝勾た.

刊日前波浪度Q.59援にCMCを0.2%加えた場fiに"

4併のJftm，が必められた，

融調際機横断~O. 、""こ CMCO. 1%を加えた場合には

地球苧減時間に k~ぃ変化は認められ伝か今た.

2 涜下半減時間

沈下半減時!日lに1主円する と。泡t，被援度 0.2%-

0.5%の範悶ではJ.:.jい!.HJ.伝 .:，18砂-19秒であ

今た.1lI1'-Atと見てよt、.

泡WI続殺I.aO.4%に CMCを0，0396-0.2%の硲闘

で加えた場介。 CMCO田%以-，では椛下半減崎市"

の瑚加は鎮め伝い.CMCO， 1%. Q.2婦の磁加でm
加が包められた.

泡館被濃度を0.59援に Lた場合， CMCO.I%およ

び0.2%の孫加 でk.!~ 、榊加がlfめられた.

( 31 ) 



6 鎗箇

UJ 砲調作液調険度と抱様、手械時間とはかな りの制限々

耐唱めら Hf~がI 施下手悦叫聞はほとんど変らない.

121 抱 ~i液畿~O. 4%， 0.5%にm紘剤CMCを0.2

".，えと掛合!抱総字減時間および流 ト半減時間にか

伝リの2鴨加が::められた.

131 以上の結集および経iK供。前火y;位から判断し

て砲持ら水持ちのよい:J!際的な制lliはCIi'0.4勿~

O. s96の泡俗液にCMC~ 0.l'3移-0.296添加すれば仰

られると忠われる.

，，，11波下学減時前払地球半減時間は実験生起慌のkき

さに捌係すると則われるが 実際的!I!僚での測定を今

後Ilねる予定である.その他泌水優，.f;.. PH， /l.I. 
度等の膨暢れよぴ泡剤の続年禽化。添加物の鍾剣をli:

えた峨合容の喫験全予定Lている.
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